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国
語
学
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
五
年
度
第
一
学
期

国

語

学

国
語
史
の
諸
問
題

近
代
語
研
究

国
語
史
の
方
法

国
語
表
現
史
の
研
究

日
本
語
音
韻
・
表
記
史
研
究

上
代
・
中
古
語
の
研
究

中
国
資
料
研
究

上
代
語
研
究

日
本
漢
字
音
の
歴
史

国

文

学

近
世
小
説
の
特
徴

西
鶴
『
本
朝
二
十
不
孝
』

『
洞
房
語
園
』

臨特演演特特演演特
講研習習講研習習講

演演特
習習講

葉

報

迫

野

教

授

迫

野

教

授

迫

野

教

授

迫

野

教

授

高

山

助

教

授

高

山

助

教

授

高

山

助

教

授

高

山

助

教

授

広

島

大

学

）

沼

本

教

授

中中中

野野野

教教教

授授授

特
研
近
世
文
学
の
諸
問
題

特
講
『
騎
蛤
日
記
』

演
習
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』

演
習
『
百
人
一
首
聞
書
』

特
研
平
安
時
代
文
学
史
の
諸
問
題

特
講
近
世
文
人
の
研
究

演
習
日
本
語
学
I
（
文
語
入
門
）

演
習
日
本
語
学
H

特
講
近
世
作
家
・
作
品
研
究

特
講
安
永
天
明
期
の
俳
詰

平
成
五
年
度
第
二
学
期

国

語

学

国
語
史
の
諸
問
題

近
代
語
研
究

国
語
史
の
方
法

国
語
表
現
史
の
研
究

日
本
語
音
韻
・
表
記
史
研
究

上
代
・
中
古
語
の
研
究

中
国
資
料
研
究

上
代
語
研
究

現
代
文
字
論

国

文

学

近
世
小
説
の
特
徴

西
鶴
『
本
朝
二
十
不
孝
』

臨特演演特特演演特
講研習習講研習習講

演特
習講

中

野

教

授

今

西

助

教

授

今

西

助

教

授

今

西

助

教

授

今

西

助

教

授

キ
ャ
ン
ベ
ル
講
師

キ
ャ
ン
ベ
ル
講
師

キ
ャ
ソ
ベ
ル
講
師

（
教
養
部
）
海
老
井
教
授

（

佐

賀

大

学

）

田

中

教

授

迫迫迫迫古
同

官
同

古
同

古
同

早
稲
田
大
学
）
野

野

教

授

野

教

授

野

教

授

野

教

授

山

助

教

授

山

助

教

授

山

助

教

授

山

助

教

授

村

教

授

中

野

教

授

中

野

教

授

汀



臨特演演特特演演特特演
講講習習講研習習講研習

〈近日日近平『『『近『
恋代本本世安百源騎世洞
愛作語語文時人氏蛤文房
〉家学学人代一物日学語
と・ II Iの文首語記の園
〈作 （研学聞湖』諸』
家品 文究史書月 間
庭研語の』抄題
〉究入諸』
｜ 門間

（｜）題

学明
習治（
院の教
大文養
学学部

十つ海キキキ今今今今中中
い老ヤヤヤ

川て井 γ ン γ 西西西西野野

｜教えル二助助助助教教
講講講教教教教

授師師師授授授授授授

学
会
・
研
究
室
行
事

。
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
（
平
成
五
年
六
月
六
日
）

兼
方
本
『
日
本
書
紀
』
に
於
け
る
格
助
詞
「
の
」
と
「
が
」

1

1
待
遇
表
現
的
価
値
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
吉
本
龍

中
世
室
町
期
に
於
け
る
「
擬
可
能
動
詞
」
に
つ
い
て青

木

「
人
笑
は
れ
」
と
「
面
状
」
｜
｜
『
源
氏
物
語
』
と

『
栄
華
物
語
』
を
中
心
に
｜
川
原
田

富

小

路

貞

直

と

加

藤

千

蔭

盛

田

坂
口
安
吾
の
初
期
の
フ
ア
ル
ス
作
品
に
つ
い
て
併
石

教

授，馬

博

史

欣帝祐

弘子子

長
崎
県
島
興
部
の
ア
ク
セ
ン
ト

促
音
に
関
す
る
音
素
結
合
上
の
制
限
に
つ
い
て

「
花
の
林
を
う
し
と
な
り
け
り
」
考

｜
｜
『
伊
勢
物
語
』
第
釘
段
の
解
釈
｜
｜

金
剛
寺
蔵
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
つ
い
て

寿
貞
尼
論
を
め
ぐ
っ
て

O
第
四
十
三
回
西
日
本
国
語
国
文
学
会

（
於
大
分
大
学
平
成
五
年
九
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
）

中

世

後

期

の

コ

ソ

の

係

り

結

び

に

つ

い

て

矢

毛

達

之

「
お
ほ
は
ら
の
里
」
と
「
お
ほ
は
ら
の
山
」

ー
l

『
新
古
今
集
』
の
能
宣
の
贈
答
歌
ー
ー
福
田
智
子

賀

茂

季

鷹

の

生

涯

盛

田

帝

子

『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
と
「
宇
治
」

ー
ー
伊
勢
物
語
四
十
六
段
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
辛
島
正
雄

（
九
州
大
学
関
係
者
の
み
）

O
「
語
文
研
究
」
七
十
五
号
（
平
成
五
年
六
月
）

「
不
十
分
終
止
」
の
史
的
展
開

｜
｜
旧
終
止
形
残
存
の
文
法
史
的
意
義
｜
｜
京
健
治

「
と
て
も
」
「
全
然
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
副
調
の
用
法
変
遷
の
一
類
型

播

磨

桂

子

福

田

智

子

二
階
堂

高

山
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明整

大後後

内藤藤

初昭康

夫雄文

東
三
条
院
詮
子
四
十
賀
扉
風
歌
と
藤
原
公
任

ー
l

扉
風
歌
詠
作
史
瞥
見
｜
｜

九
州
大
学
松
溝
文
庫
蔵
『
熊
野
の
本
地
』
に
つ
い
て岩

松

博

史



『
思
は
ぬ
方
に
と
ま
り
す
る
少
将
』
と
こ
ろ
ど
こ
ろ後

O
「
語
文
研
究
」
七
十
六
号
（
平
成
五
年
十
二
月
）

瑞

香

の

詩

歌

今

沖

縄

方

言

論

争

再

考

花

九
州
大
学
蔵
『
つ
れ
片
＼
州
口
義
』

ー

l
講
義
本
時
代
の
講
釈
聞
書
i
l

川

賀
茂
季
鷹
の
『
狂
歌
云
禁
集
』
｜
｜
翻
印
と
解
題
｜
｜盛

中
国
文
学
研
究
室

文
学
科
講
義
題
目

平
成
五
年
度
第
一
学
期
（
平
成
五
年
四
月
j
九
月
）

中

国

語

学

古

代

漢

語

馬

中
国
民
俗
学
専
題
研
究
（
西
南
学
院
大
学
）
王

中

国

文

学

楊
貴
妃
文
学
史
研
究
（
長
生
殿
研
究
）

杜
詩
詳
註

嚢
枚
詩
文

唐
宋
文
学

珊
斎
志
異
研
究

グ演
y 習

グ演特
y 習講／／ ／／ 

嚢

報

藤

康

文

井

源

衛

田

俊

典

平

敏

文

田

帝

子
教

師教
授

竹

村

助

教

授

，馬

内
庁

教

師

／／ 

演

習

宋

詞

選

読

（

教

養

部

）

合

山

教

授

グ

劉

鴇

「

老

残

遊

記

」

（

大

分

大

学

）

森

川

助

教

授

特

研

中

国

語

学

・

中

国

文

学

の

諸

問

題

竹

村

助

教

授

平
成
五
年
度
第
二
学
期
（
平
成
五
年
十
月
J
平
成
六
年
三
月
）

中

国

語

学

古

代

漢

語

馬

中
国
民
俗
学
専
題
研
究
（
西
南
学
院
大
学
）
王

現
代
中
国
語
音
韻
論
（
早
稲
田
大
学
）
平

中

国

文

学

楊
貴
妃
文
学
史
研
究
（
長
生
股
研
究
）
竹

杜
詩
詳
註

衰
枚
詩
文

唐

宋

文

学

馬

柳
斎
志
異
研
究

宋

詞

選

読

（

教

養

部

）

合

劉
顎
「
老
残
遊
記
」
（
大
分
大
学
）
森

中

国

語

学

・

中

国

文

学

の

諸

問

題

竹

演
習

臨山
講リ

グ演特
一習講

// ／／ // 特“研げ

学
会
・
研
究
室
行
事

中
国
文
学
関
係

O
中
国
文
芸
産
談
会

第
一
四
一
回
（
平
成
4
年
四
月
6
日）

『
碧
鶏
漫
志
』
考

漢
貌
六
朝
詩
の
「
色
彩
」
語
に
つ
い
て

山

教教教

授授師

村

助

教

授

教

師

山

教

授

川

助

教

授

村

助

教

授

正

木

佐

枝

子

松

浦

崇

四



第
一
四
二
回
（
平
成
5
年
2
月
7
日）

『
封
神
演
義
』
に
お
け
る
魂
暁
の
思
想

中
国
の
詩
は
な
ぜ
五
言
と
七
言
か

ー
ー
八
音
四
拍
の
原
理
か
ら
ー
ー

第
一
四
三
回
（
3
月
7
日）

魚
玄
機
の
詩
の
変
遷
に
み
る
「
贈
都
女
」
の
位
置
付
け

中

島

寺

田
馬 角古

『
三
園
志
演
義
』
に
お
け
る
裏
切
り
の
理
論

第
一
人
称
古
小
説
漫
議

第
一
四
四
回
（

5
月
9
日）

魯
迅
『
野
草
』
と
『
長
報
副
刊
』

｜
｜
「
ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
散
文
詩
」
訳
載
を
中
心
に
｜
｜

秋

吉

『
一
ニ
体
詩
』
に
お
さ
め
る
杜
常
「
華
清
宮
」
詩
は

『

万

首

唐

人

絶

句

』

に

拠

っ

た

か

竹

村

第
一
四
五
回
（
7
月
4
日）

南
宋
初
の
随
筆
『
碧
鶏
漫
志
』
の
特
徴

ー
l

蘇

戟

詞

評

価

を

中

心

に

｜

正

木

『
北
堂
書
紗
』
の
編
集
態
度
に
見
る
虞
世
南
の
文
学
観

判

初

日

川

第
一
四
六
回
（
9
月
5
日）

『
秦
併
六
圏
平
話
』
と
胡
曾
の
詠
史
詩

意
境
理
論
胎
萌
於
『
文
心
離
龍
』
説

田

美

和

JI I 

末

-"i!.. 
F耳

仁

美

久
美
子

振

方
牧

則

行

佐
枝
子

順

子

岡

村

真

寿

美

麗

永

説

明

第
一
四
七
回
（
日
月
6
日）

杜
詩
に
お
け
る
書
重
論
の
受
容

ー
l

「
丹
青
引
」
を
中
心
と
し
て

l

中
唐
文
皐
に
於
け
る
「
情
」
の
世
界

『
拍
案
驚
奇
』
の
評
樟
に
つ
い
て

O
九
州
中
国
学
会
（
平
成
5
年
月
5
月
辺
・
お
日

魯
迅
『
野
草
』
と
『
長
報
副
刊
』

ー
l

「
ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
散
文
詩
」
訳
載
を
中
心
に
｜
』

秋

吉

O
『
中
国
文
学
論
集
』
第
二
十
二
号
（
平
成
5
年
四
月
）

意

境

理

論

胎

萌

於

『

文

心

離

龍

』

説

直

従
『
北
堂
書
紗
』
的
編
集
態
度
看
虞
世
南
的
文
皐
観制

刷
V

行
巻
よ
り
み
た
北
宋
初
期
古
文
運
動
に
つ
い
て

ー
ー
王
再
儒
を
手
が
か
り
と
し
て
｜
｜

「
過
渡
時
代
論
」
に
見
る
梁
啓
超
の
か
過
渡
。
観

魯
迅
の
『
野
草
』
執
筆
と
北
京
『
長
報
副
刊
』

老
舎
｜
｜
職
業
作
家
へ
の
道
｜
｜

北
京
語
四
声
の
弁
別
的
素
性
に
つ
い
て

（
書
評
）
羅
宗
強
著
『
惰
唐
五
代
文
学
思
想
史
』

20 

龍靖

安

松

子

諸

国

美

日

下

翠

於
熊
本
商
科
大
学
）

静鴻斎秋若東

牧

永

勝
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順

子
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生
成
文
法
研
究

英
語
学
概
論

ω

文
法
論

中
世
の
英
語
・
英
文
学

英
作
文

英
会
話英

文

学

冨
色
。

5
5ロ＼
H
S
E
l富
。

含

自

民

自

園

。
・
冨
－

Z
8
E
E一
司
o
a弓

g門
回
忌

o
c
m
z

h
o
F
口
問
。
9
4い
m
O
D
門戸、
H
J
F
O
H
W
O
B
E凶
作
貯
の
。
口
出
貯
の
け
が

ロ
・
国
・
円
、
。
巧
可
。
ロ

8
・
吋
古
川
町
ミ
唱
え
V
O
N
C
ω

ロ
島
司

o
E
F
o
m
w
i∞

の
E
t
ω
B

n
Z
E
ロ
8
5
の
恋
愛
詩
（
壬
一
口
語
文
化
部
）
鬼

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
「
マ
ク
ベ
ス
」
研
究

（
福
岡
大
）
柴

英

文

研

究

室

平
成

5
年
前
期

英

語

学

演特
習 研

// II 

稲

田

助
教
授

// 

// 

三五

文
化
部

ジ真
ヨ

l鍋
ン／／

ズ教
教
師授

// グ演 特
習研

// ／／ // 
演特特
習講 研

ヨヒヲァ
冒邑メ
宮古りア
fl5.亘カメ
ι IT'¥ 文 リ
研品学 力
究 ：。文
短~学
篇者
1I7T" )-,I,• 

~ s 

嚢

報

// 

井

教

授

塚

教

授

田

教

授

原

口

教

授

／／ ／／ 

英
語
学
研
究
の
方
法
（
事
例
研
究
）

英
語
学
概
論

ω

中
世
の
英
語
・
英
文
学
（
吾
一
口
語
文
化
部
）
真

英
語
動
詞
の
範
時
と
そ
の
機
能（

言
語
文
化
部
）
宮
原
教
授

テ
イ
ラ
ー
教
師

テ

イ

ラ

ー

教

師

ジ
ョ
ー
ン
ズ
教
師

英

文

学

冨
O
品。吋巳
ω自＼
H
S
E
l冨
O
品。

E
呂
田

回
口
開
口
ω
『
∞
O
ロ
ロ
。
仲
間
凶
（
口
）

k
p
ロ
門
戸
店
者
ロ
向
。
吋
〈
。
口
一
可
。
2
3『
郎
、
ロ
色
刷
V

♀
詐

F
g
H
M

。
。
。
品
。
国
民

0
7
3尽
さ
～
～
S
H
Fぬ

2
2的
一
。
。
。
品
。

国民
O
仲
。
ロ
品
開
。
巳
古
田

h
H

n

－98σ
∞
笹
口
開
。
〈
⑦
口
問
。
、
Hdgmau『
テ

イ

ラ

ー

教

の｝旦
ω
吉田）
F
2
冨

mz
－od弓0
・
b
『
・
『

hg師
同

史

的

グ

グ書

E
g
m
o
g
E
の
長
篇
研
究

↓。unps－
〉
ロ
巴
可
包
∞

∞uLio
盟
主
『
の
小
説

ア
メ
リ
カ
現
代
詩
（
言
語
文
化
部
）
吉

グ
ア
メ
リ
カ
短
篇
小
説
研
究
（
号
一
口
語
文
化
部
）
小

平
成
5
年
度
後
期

英

語

／／ // 

~ 
づー

グ演特特
二習講研

／／ ／／ 

英 英
グ会作

話文

演特特
習講研

// // η 

原

口

教

授

ジ
ョ

l
γ
ズ
教
師

野野

教教

授授

稲

田

助
教
授

鍋

教

授

園

井

教

授師
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グ書

塚

教

授

〉－

o
g
E
2
3宮
（

言

語

文

化

部

）

鬼

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
「
オ
セ
ロ

l
」
研
究

（
福
岡
大
）
柴

田

教

授

y 演特特
習講研

ア
メ
リ
カ
文
学

ア
メ
リ
カ
文
学
。
。
口
。
空
白
ロ

ロ
ス
ト
・
ゼ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
作
家
た
ち

君
。
］
な
の
長
篇
研
究

南
部
小
説
家
（
者

0
5他
）
研
究

ア
メ
リ
カ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
家
研
究

ア

メ

リ

カ

の

代

表

的

短

篇

小

説

グ

回
口
m
g
o
o－
za－－
w
h
oぉ
h
U
R
N－Y
ぷ
忌
ミ
ミ
ミ

S
E
～5h
h
N叫

教

授

原

口
II ／／ 

／／ 

，，一
f
F
 

ジ
ョ

l
ン
ズ
教
師

／／ ／／ // 

野野

教教

授授

ア
メ
リ
カ
現
代
詩
（
言
語
文
化
部
）
吉

グ
ア
メ
リ
カ
短
篇
小
説
研
究
（
言
語
文
化
部
）
小

人
事
異
動

日
月
1
日
テ
イ
ラ
ー
教
師
、
総
長
と
雇
用
契
約
を
締
結
。

学
会
・
研
究
室
行
事

第
日
回
日
本
英
語
学
会
全
国
大
会
（
京
都
大
学
）

研
究
発
表

ア
イ
ロ
ニ
ー
理
解
に
お
け
る
認
知
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

村

尾

治

彦

第
9
回
日
本
中
世
英
語
英
文
学
会
全
国
大
会
（
慶
麿
大
学
）

研
究
発
表

M
E
に

お

け

る

否

定

縮

約

形

家

入

葉

日
本
英
文
学
会
第
羽
田
九
州
支
部
大
会
（
福
岡
女
学
院
大
学
）

研
究
発
表

込
M
J
言
冶
｜
｜
個
の
発
見
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
八
尋
春

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
英
語
に
お
け
る
不
定
詞
付
宮
右
構
文野

仲

響

二
重
目
的
語
構
文
の
構
文
的
特
性
と
拡
張
松
元
浩

〉
円

m
g
E
S仲

＼

mw丘
己
ロ
♀
宮
司
B
B
E弓
何
百
円
山
田
宮
門
出
口
問
寸

Fg弓

贋

瀬

富

男

〉

gzmw三
塁
。
〈
⑦
目
。
三
三
『
ロ
ロ
♀

5
5－
の

mw件
。
向
。
ミ

g門戸

J
F
E
l中
。
。
。
貝
P
2
3

宗

正

佳

啓

『
九
大
英
文
学
（

g
Z改
題
）
』
お
号

5
8年

詩
人
と
読
書
と
の
関
係
か
ら
読
む

U
S
E
S
虹

林

慶

吋
雪
足
。
ろ
な
可
お
さ
論
｜
1

原
罪
と
差
異
化
に
つ
い
て
！
｜

青

井

格

デ
ィ
キ
ン
ス
ン
詩
抄
訳

l
m
j
m番
の
詩
の
全
訳原

口

遼

込
同

2E冶
l
l個
の

発

見

を

め

ぐ

っ

て

｜

｜

八

尋

春

海

節

を

先

行

詞

と

す

る

忠

節

に

つ

い

て

荘

口

美

樹

子

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
英
語
に
お
け
る
不
定
詞
付

Z
S
構
文野

仲

響

子

、H
，

g
o
君
。
一
三
。
『
】

Mg門
日
ロ
♀
芯
ロ
。
同
国
ロ
mzmF
口。

cz。
o
Z
0
2
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浩

。OD
E
2
0仲
芯

ロ

松

元

〉
品
ロ

5
8け

＼

mw
門戸』ロロ♀

guミ
ロ
自
己
弓
山
口
門
戸
国
百
円
四
百
m
d
g
oミ

虞

瀬

富

男

〉『

ω
2
9
2
宮
O〈
⑦
目
。
ロ
件
。
『
『

S
o
t
o
g－
の
mw
件
。
問
。
ミ

S
島

氏

M
J
p
h
N叫
I
d
e
m
w
g

困

問

問

。

。

仲

ョ

宗

正

佳

啓

明

〔

又

曲

貝

第
1
回
「
日
本
ハ

l
デ

ィ

協

会

新

人

賞

」

石

井

有

希

子

論
文
題
目
－
－

J
Z
∞
自
己
巳
司
o
z
t
g
え

の

0
5片
岡

W
O
E
g
g
一
Oロ

吋

JS的
。
＼

H
F
m
N
b
、円、司、～
vm－
可
同
注
目
九
九
（
ゴ
シ
ッ
ク
・
ロ
マ
ン
ス
の

性
的
戦
略
『
ダ
l
ヴ
ァ
ビ
ル
家
の
テ
ス
』
を
巡
っ
て
）

独

文

学

研

究

室

平
成
五
年
度
第
一
学
期

独

語

学

∞同）吋
mwoFσ
吋位。｝向。

、目。
s
g
M

『

H
，
Z
B
S
ω

計
量
言
語
学
方
法
論

独

文

学

独
文
学
研
究
法
演
習

冨
2
E
N研
究

現
代
文
学

問。ロ
osz呂
田

オ
オ
コ
ウ
チ
教
師

演
習

II 

／／ 

口

教

授

II 

百
語
文
化
部
）
樋伊

藤

教

授

特講演演
研読習習

II II 

嚢

報

池

助
教
授

グ演特特グ演
習研講’習

表
現
主
義
の
ド
ラ
マ

言
語
芸
術
の
諸
問
題
（

V
）

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部
と
ユ
ン
グ
心
理
学

問。ロ
o
A
C
E－
己

内

庁

。。
Z
F
O
ロロ門戸

F
g包ロ
m

オ
オ
コ
ウ
チ
教
師

、ゲ

l
テ
と
ハ
イ
ネ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』

（
福
岡
大
学
）
金

田
// // 

山

助
教
授

平
成
五
年
度
第
二
学
期

独

語

学

∞℃吋
mwoyσ
司位。｝向。

司

H
d
o
g
g
N

↓F
O
B
S
ω
 

独
作
文

計
量
言
語
学
方
法
論

独

文

学

冨
2
E
N研
究

現
代
文
学

敬
度
主
義
の
文
学
的
影
響
（

5
）

問。ロ
O
A
C
E
B

近
代
持
情
詩
研
究

言
語
芸
術
の
諸
問
題
（
V

）

問。－
Z
S
E
C
H出

。
o
E
F
O
ロロ門戸

F
g
a口町

オ
オ
コ
ウ
チ
教
師

グ書

// 

／／ 

口 田

教助
教

授授

／／ 

三五

文
化
部

樋池

// 

伊

藤

教

授

演特 H 演特特講演
習研げ習研講読習

／／ ノY

池

田

助
教
授

，
 

J
 

オ
オ
コ
ウ
チ
教
師
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演
習

ゲ
ー
テ
と
ハ
イ
ネ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
卜
』

（
福
岡
大
学
）
金

一一l
ベ
ル
ン
ゲ

γ
文
学
の
系
譜

（
徳
島
大
学
）
石

臨
講

学
会
・
研
究
室
行
事

山

助

教

授

川

教

授

独
文
学
関
係

O
九
州
大
学
独
文
学
会
第
七
回
総
会
・
研
究
発
表
会

（
平
成
五
年
四
月
二
十
四
日
於
九
州
大
学
）

E
ロ
と
F
2
の
非
対
称
性
に
つ
い
て

－

－

zsσ
と
Z
E
E
2の
特

殊

性

｜

｜

瀧

田

恵

己

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
『
ハ
イ
ソ
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
l
デ
イ
ン
ゲ
ン
』

に

お

け

る

枠

構

造

に

つ

い

て

嶋

崎

順

子

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
と
音
楽
｜
｜
作
品
に
み
ら
れ
る
音
楽
性
｜
｜

中

島

邦

雄

音
楽
の
「
倫
理
性
」
｜
｜
『
ガ
ラ
ス
玉
遊
戯
』
の
背
景
｜
｜

石

橋

邦

俊

O
日
本
独
文
学
会
第
四
十
七
回
総
会
・
春
季
研
究
発
表
会

（
平
成
五
年
五
月
十
四
・
十
五
日
於
学
習
院
大
学
）

O
日
本
独
文
学
会
秋
季
研
究
発
表
会

（
平
成
五
年
十
月
五
・
六
日
於
富
山
大
学
）

O
日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
研
究
発
表
会

（
平
成
五
年
十
一
月
二
十
七
・
二
十
八
日

於

久
留
米
大
学
）

O
「
九
州
ド
イ
ツ
文
学
」
第
七
号
（
平
成
五
年
十
二
月
発
行
）

叙

事

文

学

に

お

け

る

過

去

完

了

形

の

意

味

嶋

崎

啓

〈
。

B
∞各
g
a
m
S
2
5
8
3各
自

l
z
w
S
B
品

2
Z
2
m
件。－
z

－B3
2
F
d『
3
m
g
R
O
O
B
ユロ
m
o
a
－

竹

岡

健

一

「
ド
イ
ツ
学
」
と
し
て
の
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ィ
ク
演
崎
一
敏

－

－

m世
紀
初
頭
の
「
ド
イ
ツ
学
運
動
」
｜
｜

『
ハ
イ
ソ
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
l
デ
ィ
ソ
ゲ

γ
』

ー
ー
世
界
の
ロ
マ
ン
化
と
し
て
の
「
小
説
」

l
l
嶋

崎

順

子

ハ
イ
ネ
に
お
け
る
石
の
象
徴

l
l
戯
曲
作
品
を
中
心
に
｜
｜

大

久

保

渡

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
と
音
楽
（
そ
の

2
）
ヴ
ァ

l
グ
ナ

l
受
容
の

一
側
面
と
し
て
の
「
叙
事
性
」
の
問
題

｜

｜

「

共

通

感

覚

」

の

観

点

か

ら

ー

ー

中

島

邦

雄

一
九
四
五
年
以
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学

ヤ
l
γ

コ
・
フ
ォ
ン
・
ム
ス
リ
ソ

（

土

屋

明

人

訳

）

ハ
ン
ス
l

デ
ィ

l
タ
1
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
！

ホ
ル
ス
卜
・
ユ
ル
プ
マ

γ

（
林
秀
彦
・
野
口
広
明
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演
習

、
忠
弘

g
E件

付

bSF円
。
∞
同
時

g
S広
島
O

H

∞印
C
P
5
8

フ
ル
リ
l
教

F
O
「
E
b
B
E
g
g
s－
5
5一
｝
呂
田
。
己
主
宮
〈

8
t
g

／／ 

学
会
・
研
究
室
行
事

仏
文
学
関
係

O
『
ス
テ
ラ
』
第
ロ
号
平
成
5
年
6
月

ジ
ッ
ド
と
ト
ル
ス
ト
イ

『
ウ
ィ

l
ヌ
氏
』
に
お
け
る
〈
転
回
点
〉
の
欠
如

ポ
リ
ス
・
ヴ
ィ
ア
ン
の
『
心
臓
抜
き
』

ー
ー
断
壁
の
〈
家
〉
が
象
徴
す
る
も
の
ー
ー

言
語
・
シ
ス
テ
ム
・
歴
史

｜

im世
紀
研
究
の
た
め
の
準
備
ノ

l
卜

l
l
阿

『

言

葉

な

き

恋

歌

』

に

お

け

る

葛

藤

岡

偽
り
の
旅
路

ー

I
開。
B
巴
丘
の
』
。
号
ロ
ow
－

－

森

ボ

l
ド
レ

l
ル
の
〈
小
散
文
詩
〉

｜
｜
「
髪
の
中
の
半
球
」
と
「
旅
へ
の
誘
い
」

1
l
中

《
書
評
》

エ
イ
モ
ス
『
ス
タ
ン
ダ
l
ル
に
お
け
る
時
間
と
物
語
』高

木

野吉日目

師
／／ 

村井

亮

雄

知
佐
子

JI I 

，士＝？
フロ

尾
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